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一
九
三
二
年
一
月
五
日
　
東
京
市
小
石
川
区
小
日
向
台
町
に
て
生
ま
れ
る
一
九
三
七
年
四
月
　
聖
心
女
子
学
院
付
属
幼
稚
園
に
入
園
一
九
三
八
年
四
月
　
私
立
南
高
輪
尋
常
小
学
校
（
の
ち
の
森
村
学
園
初
等
科
）
に
入
学
一
九
四
四
年
三
月
　
森
村
学
園
初
等
科
卒
業
四
月
　
旧
制
武
蔵
高
等
学
校
尋
常
科
に
入
学
一
九
四
八
年
四
月
　
旧
制
武
蔵
高
等
学
校
高
等
科
文
科
へ
進
学
一
九
四
九
年
三
月
　
旧
制
武
蔵
高
等
学
校
高
等
科
文
科
一
年
修
了
1
一
九
五
〇
年
四
月
　
東
京
大
学
教
養
学
部
文
科
二
類
に
入
学
一
九
五
二
年
四
月
　
東
京
大
学
文
学
部
仏
蘭
西
文
学
科
へ
進
学
一
九
五
五
年
三
月
　
東
京
大
学
文
学
部
仏
蘭
西
文
学
科
卒
業
四
月
　
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
仏
蘭
西
文
学
専
攻
修
士
課
程
に
入
学
一
九
五
七
年
三
月
　
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
仏
蘭
西
文
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
四
月
　
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
仏
蘭
西
文
学
専
攻
博
士
課
程
へ
進
学
一
九
五
八
年
四
月
　
立
教
大
学
非
常
勤
講
師
と
な
る
（
六
〇
年
三
月
ま
で
）
一
九
五
九
年
四
月
　
國
學
院
大
学
非
常
勤
講
師
と
な
る
（
七
〇
年
三
月
ま
で
）
一
九
六
〇
年
三
月
　
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
仏
蘭
西
文
学
専
攻
博
士
課
程
満
期
退
学
四
月
　
立
教
大
学
一
般
教
育
部
専
任
講
師
に
就
任
　
学
習
院
大
学
非
常
勤
講
師
と
な
る
（
六
三
年
三
月
ま
で
）
2
一
九
六
三
年
四
月
　
立
教
大
学
一
般
教
育
助
教
授
と
な
る
九
月
　
フ
ラ
ン
ス
政
府
招
聘
教
授
と
し
て
渡
仏
（
六
四
年
八
月
ま
で
）
一
九
六
五
年
四
月
　
立
教
大
学
一
般
教
育
部
よ
り
文
学
部
に
移
籍
一
九
六
六
年
三
月
　
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』「
文
化
ジ
ャ
ー
ナ
ル
　
文
学
」
欄
を
担
当
（
六
八
年
五
月
ま
で
）
一
九
六
八
年
十
二
月
　
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』「
文
化
ジ
ャ
ー
ナ
ル
　
こ
と
ば
」
欄
担
当
（
七
四
年
九
月
ま
で
）
一
九
七
五
年
一
月
　
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』「
文
化
ジ
ャ
ー
ナ
ル
　
文
学
」
欄
担
当
（
七
六
年
八
月
ま
で
）
四
月
　
東
京
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
と
な
る
（
七
六
年
三
月
ま
で
）
十
一
月
　
名
古
屋
大
学
に
て
集
中
講
義
一
九
七
六
年
九
月
　
立
教
大
学
在
外
研
究
員
と
し
て
渡
仏
（
七
七
年
八
月
ま
で
）
一
九
七
八
年
十
一
月
　
広
島
大
学
に
て
集
中
講
義
3
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一
九
七
九
年
十
二
月
　
広
島
大
学
に
て
集
中
講
義
一
九
八
〇
年
九
月
　
『
毎
日
新
聞
』
読
書
委
員
と
な
る
（
八
六
年
三
月
ま
で
）
一
九
八
一
年
四
月
　
立
教
大
学
文
学
部
長
に
選
任
さ
れ
る
（
八
三
年
三
月
ま
で
）
一
九
八
二
年
十
一
月
　
『
岸
田
國
士
論
』
に
よ
り
第
十
四
回
亀
井
勝
一
郎
賞
受
賞
一
九
八
七
年
十
二
月
　
千
葉
大
学
に
て
集
中
講
義
一
九
八
八
年
四
月
　
立
教
大
学
在
外
研
究
員
と
し
て
渡
仏
（
八
九
年
四
月
ま
で
）
一
九
九
六
年
三
月
　
立
教
大
学
を
退
任
す
る
四
月
　
共
立
女
子
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授
に
就
任
七
月
　
立
教
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
（
渡
邊
一
民
編
）
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一
九
五
一
年
四
月
　
「
冬
の
歌
」（『
作
品
』）
一
九
五
五
年
二
月
　
「
隠
さ
れ
た
詩
人
―
―
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
に
つ
い
て
」（『
風
土
』）
九
月
　
「
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
短
篇
集
」（
翻
訳
）（『
世
界
風
流
文
学
全
集
第
六
巻
』
河
出
書
房
）
一
九
五
八
年
六
月
　
「
詩
集«
A
LC
O
O
LS
»
に
お
け
る
作
者
の
意
図
に
つ
い
て
」（『
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
』）
一
九
五
九
年
七
月
　
ヴ
ェ
ル
ハ
ー
レ
ン
『
騒
が
し
き
力
（
抄
）』『
触
手
あ
る
都
会
（
抄
）』（
翻
訳
）（『
世
界
名
詩
集
大
成
第
三
巻
』
平
凡
社
）
「
江
原
順
『
見
者
の
美
学
』」（
書
評
）（『
読
書
新
聞
』
6
日
）
十
一
月
　
『
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
全
集
』（
鈴
木
信
太
郎
と
共
同
編
集
）（
翻
訳
・
解
説
・
年
譜
ほ
か
）（
紀
伊
国
屋
書
店
）
一
九
六
〇
年
一
月
　
「
政
治
と
文
学
の
岐
路
―
ド
レ
ー
フ
ュ
ス
事
件
の
実
態
と
意
味
」（『
批
評
』
冬
号
）
5
十
一
月
　
ピ
ェ
ー
ル
・
ミ
ケ
ル
『
ド
レ
ー
フ
ュ
ス
事
件
』（
翻
訳
）（
白
水
社
）
一
九
六
一
年
九
月
　
「
モ
ー
リ
ャ
ッ
ク
『
日
記
』」（
書
評
）（『
み
す
ず
』）
一
九
六
二
年
十
月
　
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
『
人
生
に
意
味
を
』（
翻
訳
）（
み
す
ず
書
房
）
R
・
マ
ル
タ
ン
＝
デ
ュ
＝
ガ
ー
ル
「
ア
フ
リ
カ
秘
話
」
ヴ
ェ
ル
コ
ー
ル
「
海
の
沈
黙
」（
翻
訳
）「
解
説
」（『
世
界
短
篇
文
学
全
集
7
』
集
英
社
）
十
一
月
　
「
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
と
N
R
F
」（『
大
修
館
ブ
ッ
ク
ス
』）
十
二
月
　
「
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
と
ル
イ
・
デ
リ
ュ
ッ
ク
」（『
本
の
手
帖
』）
―
―
　
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
「
序
文
」（
翻
訳
）（『
オ
ル
フ
ェ
の
遺
言
』
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
一
九
六
三
年
二
月
　
「
ヒ
ュ
ー
・
ト
マ
ス
『
ス
ペ
イ
ン
市
民
戦
争
』」（
書
評
）（『
み
す
ず
』）
三
月
　
「
著
作
者
の
手
紙
」（『
図
書
新
聞
』
2
日
）
「
ガ
エ
タ
ン
・
ピ
コ
ン
『
作
家
と
そ
の
影
』」（
書
評
）（『
図
書
新
聞
』
16
日
）
十
二
月
　
ジ
ー
ド
『
背
徳
者
』（
翻
訳
）「
ジ
ー
ド
・
生
涯
と
作
品
」（『
世
界
の
文
学
33
』
中
央
公
論
社
）
一
九
六
四
年
十
月
　
「『
月
下
の
一
群
』
に
つ
い
て
」（『
本
の
手
帖
』）
6
一
九
六
五
年
七
月
　
「
マ
ル
ロ
ー
の
変
貌
―
ス
ペ
イ
ン
戦
争
の
幻
影
と
実
相
」（『
批
評
』
夏
号
）
「
マ
ド
リ
ー
ド
に
死
す
」（『
丸
』）
九
月
　
ク
ロ
ー
ド
＝
エ
ド
モ
ン
ド
・
マ
ニ
ー
「
ロ
ジ
ェ
・
マ
ル
タ
ン
＝
デ
ュ
＝
ガ
ー
ル
―
―
表
裏
の
な
い
世
界
の
限
界
」（
翻
訳
）（
マ
ニ
ー
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
小
説
史
』
白
水
社
）
十
一
月
　
「
市
民
の
手
で
〃
自
由
〃
の
破
壊
者
を
屠
れ
」（『
丸
』）
レ
ー
モ
ン
・
ヴ
ァ
ル
ニ
エ
「
フ
ラ
ン
ス
の
古
書
」（
翻
訳
）（『
季
刊
世
界
文
学
』
秋
号
）
モ
ン
テ
ル
ラ
ン
『
独
身
者
た
ち
』『
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
の
姫
君
』（
翻
訳
）「
モ
ン
テ
ル
ラ
ン
と
ク
ロ
ー
ド
・
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
」（『
世
界
文
学
全
集
24
』
集
英
社
）
ジ
ャ
ッ
ク
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
「
冒
険
小
説
論
（
抄
）」（
翻
訳
）（『
世
界
文
学
大
系
96
』
筑
摩
書
房
）
十
二
月
　
「
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
『
ペ
ギ
ー
』」（
書
評
）（『
み
す
ず
』）
一
九
六
六
年
四
月
　
「
西
洋
の
文
学
」（『
N
H
K
ラ
ジ
オ
、
学
校
放
送
』）
「
三
つ
の
日
づ
け
―
九
八
年
と
三
四
年
と
六
四
年
と
」（『
ア
ー
ト
・
シ
ア
タ
ー
』）
八
月
　
「
フ
ラ
ン
ス
名
作
集
・
解
説
」（『
世
界
の
文
学
52
』
中
央
公
論
社
）
十
月
　
日
高
六
郎
・
北
沢
方
邦
・
渡
辺
一
民
「
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
今
日
的
意
味
」（
鼎
談
）（『
み
す
ず
』）
「
ア
ジ
ア
の
現
実
・
文
学
―
近
代
化
な
き
大
衆
化
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
23
日
）
7
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一
九
六
七
年
一
月
　
「
ポ
ー
ル
・
ニ
ザ
ン
『
ア
デ
ン
　
ア
ラ
ビ
ア
』」（
書
評
）（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
29
日
）
六
月
　
「
ド
リ
ュ
・
ラ
・
ロ
シ
ェ
ル
『
ゆ
ら
め
く
炎
』」（
書
評
）（『
文
芸
』）
「
ド
リ
ュ
・
ラ
・
ロ
ッ
シ
ェ
ル
『
ジ
ル
』」（
書
評
）（『
潮
流
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
25
日
）
七
月
　
「
人
民
戦
線
と
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
神
話
―
一
九
三
〇
年
代
と
現
代
」（
共
同
通
信
配
送
各
紙
16
日
）
八
月
　
「
井
上
光
晴
『
乾
草
の
車
』」（
書
評
）（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
20
日
）
九
月
〜
六
八
年
十
二
月
　
『
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
ー
ユ
著
作
集
』
全
六
巻
（
橋
本
一
明
と
共
同
編
集
）（
春
秋
社
）
「
最
後
の
神
話
に
つ
い
て
」「
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
ー
ユ
年
譜
・
書
誌
」（『
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
ー
ユ
著
作
集
V
』
春
秋
社
）
十
月
　
「
ジ
ー
ド
を
め
ぐ
る
二
つ
の
思
い
出
」（『
カ
ラ
ー
版
世
界
文
学
全
集
25
』
月
報
・
河
出
書
房
新
社
）
十
一
月
　
「
争
点
と
し
て
の
非
人
間
主
義
―
構
造
主
義
と
は
何
か
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
26
日
）
十
二
月
　
「
終
末
へ
の
歩
み
―
ル
イ
＝
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
・
セ
リ
ー
ヌ
論
」（『
季
刊
世
界
文
学
』
秋
号
）
「
ゾ
ラ
の
栄
光
と
悲
惨
」（『
世
界
文
学
全
集
29
』
月
報
・
筑
摩
書
房
）
モ
ー
リ
ス
・
ブ
ラ
ン
シ
ョ
「
サ
ド
の
正
し
さ
」（
翻
訳
）（『
世
界
文
学
全
集
36
』
集
英
社
）
一
九
六
八
年
一
月
　
「
海
外
文
学
展
望
―
フ
ラ
ン
ス
」（『
週
刊
読
書
人
』
8
日
）
二
月
　
「
構
造
主
義
の
精
神
風
土
」（『
毎
日
新
聞
』
夕
刊
22
日
）
三
月
　
長
野
甞
一
・
鳴
海
弘
・
片
山
泰
雄
・
宇
野
義
方
・
渡
辺
一
民
「
魅
力
あ
る
人
間
を
つ
く
る
―
文
学
部
、
文
学
系
学
科
の
場
合
」
8
（
座
談
会
）（『
立
教
』
春
号
）
「
O
・
デ
・
ラ
・
モ
ー
ラ
『
栄
光
に
か
わ
り
て
』」（
書
評
）（『
週
刊
読
書
人
』
18
日
）
四
月
　
「
構
造
主
義
の
一
側
面
」（『
学
鐙
』）
「
構
造
主
義
と
は
何
か
」（『
季
刊
パ
イ
デ
ィ
ア
』
春
号
）
「
森
有
正
『
言
葉
　
事
物
　
経
験
』」（
書
評
）（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
11
日
）
高
橋
徹
・
佐
瀬
昌
盛
・
渡
辺
一
民
「
世
界
史
の
な
か
の
学
生
運
動
」（
座
談
会
）（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
28
日
）
五
月
　
「
あ
る
革
命
神
話
の
終
焉
」（『
中
央
公
論
』）
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
ー
ユ
『
救
わ
れ
た
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
』（
翻
訳
）（『
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
ー
ユ
著
作
集
III
』
春
秋
社
）
「
新
思
想
解
明
の
二
冊
―
構
造
主
義
と
は
何
か
」（
書
評
）（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
16
日
）
「
欧
米
の
学
生
運
動
―
フ
ラ
ン
ス
」（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
21
日
）
六
月
　
レ
ー
モ
ン
・
ク
ノ
ー
「
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
の
『
ブ
ヴ
ァ
ー
ル
と
ペ
キ
ュ
シ
エ
』」（
翻
訳
）（『
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
全
集
別
巻
』
筑
摩
書
房
）
「
ベ
ケ
ッ
ト
『
モ
ロ
イ
』
シ
モ
ン
『
ル
・
パ
ラ
ス
』」（
書
評
）（『
週
刊
読
書
人
』
24
日
）
七
月
　
「
学
生
・
知
識
人
・
労
働
者
」（『
中
央
公
論
』）
『
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
詩
集
』（
翻
訳
）（『
世
界
詩
人
全
集
17
』
新
潮
社
）
八
月
　
「
感
銘
を
受
け
た
本
―
上
半
期
の
収
穫
か
ら
」（『
週
刊
読
書
人
』
12
日
）
九
月
　
『
神
話
へ
の
反
抗
』（
思
潮
社
）
9
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「『
中
野
秀
人
全
詩
集
』」（
書
評
）（『
現
代
詩
手
帖
』）
「
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
の
世
界
」（『
週
刊
読
書
人
』
30
日
）
十
月
　
「
一
八
三
〇
年
を
め
ぐ
っ
て
―
バ
ル
ザ
ッ
ク
周
辺
」（『
新
集
世
界
の
文
学
付
録
6
』
中
央
公
論
社
）
「
わ
が
著
書
を
語
る
―
『
神
話
へ
の
反
抗
』」（『
出
版
ニ
ュ
ー
ス
』
上
旬
号
）
「
ガ
ン
ス
ブ
ー
ル
『
ポ
ー
ル
・
ニ
ザ
ン
の
生
涯
』」（
書
評
）（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
20
日
）
十
二
月
　
「
シ
ネ
・
モ
ー
ド
―
『
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
』」（『
現
代
の
眼
』）
野
上
三
枝
子
・
沢
井
道
子
・
熊
沢
知
恵
子
・
野
都
敏
子
・
渡
辺
一
民
「
こ
と
ば
は
心
を
開
く
扉
」（
座
談
会
）（『
婦
人
之
友
』）
「
印
象
派
時
代
―
ゾ
ラ
・
マ
ネ
・
マ
ラ
ル
メ
」（『
新
集
世
界
の
文
学
付
録
8
』
中
央
公
論
社
）
「
D
・
ゲ
ラ
ン
『
人
民
戦
線
―
革
命
の
破
産
』」（『
週
刊
読
書
人
』
16
日
）
―
―
　
「
恥
お
お
き
話
」（『
立
教
大
学
英
米
文
学
研
究
室
』
第
五
号
）
一
九
六
九
年
二
月
　
「
シ
ネ
・
モ
ー
ド
―
『
サ
ド
・
マ
ラ
ー
』」（『
現
代
の
眼
』）
「
《
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
》
―
あ
る
い
は
女
性
の
時
代
」（『
新
集
世
界
の
文
学
付
録
10
』
中
央
公
論
社
）
五
月
　
「『
狼
』
事
件
」「『
新
潮
世
界
文
学
25
』
月
報
・
新
潮
社
）
「
ア
ラ
ン
・
ロ
ブ
＝
グ
リ
エ
『
去
年
マ
リ
エ
ン
バ
ー
ド
で
・
不
滅
の
女
』」（
書
評
）（『
週
刊
読
書
人
』
19
日
）
六
月
　
「
C
・
E
・
マ
ニ
ー
『
ア
メ
リ
カ
小
説
の
時
代
』」（
書
評
）（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』）
マ
ル
ロ
ー
『
征
服
者
』（
翻
訳
）「
マ
ル
ロ
ー
・
作
家
と
作
品
」（『
世
界
文
学
全
集
65
』
集
英
社
）
10
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
」（『
新
集
世
界
の
文
学
付
録
13
』
中
央
公
論
社
）
七
月
　
「
極
北
の
文
学
―
セ
リ
ー
ヌ
の
三
部
作
に
つ
い
て
」（『
文
学
界
』）
「
ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
ラ
ル
ボ
ー
『
バ
ル
ナ
ブ
ー
ス
の
日
記
』」（
書
評
）（『
東
京
新
聞
』
朝
刊
3
日
）
八
月
　
「『
外
国
文
学
者
』
に
つ
い
て
」（『
ち
く
ま
』）
九
月
　
「
非
人
称
は
私
を
語
ら
せ
る
―
構
造
主
義
の
位
置
」（『T
he
high
schoollife
』）
十
月
　
「
現
代
を
告
発
す
る
作
家
た
ち
―
フ
ー
コ
ー
」（『
週
刊
読
書
人
』
6
日
）
「
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ァ
ノ
ン
『
革
命
の
社
会
学
』」（
書
評
）（『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
21
日
）
十
一
月
　
「
ガ
ス
カ
ー
ル
『
街
の
草
』」（
書
評
）（『
東
京
新
聞
』
朝
刊
6
日
）
一
九
七
〇
年
二
月
　
「
聖
職
者
の
失
権
―
『
五
月
革
命
』
と
知
識
人
」（『
現
代
の
眼
』）
「
鑑
賞
席
―
『
聖
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
の
誘
惑
』」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
22
日
）
三
月
　
「
ド
レ
ー
フ
ュ
ス
事
件
―
サ
ロ
ン
の
栄
光
と
悲
惨
」（『
新
集
世
界
の
文
学
付
録
20
』
中
央
公
論
社
）
「
マ
ル
ロ
ー
と
ス
ペ
イ
ン
市
民
戦
争
」（『
新
潮
世
界
文
学
45
』
月
報
・
新
潮
社
）
「
鈴
木
信
太
郎
と
日
本
近
代
詩
」（
追
悼
文
）（『
日
本
読
書
新
聞
』
23
日
）
四
月
　
岡
本
博
・
熊
井
啓
・
中
田
耕
治
・
山
田
宏
一
・
渡
辺
一
民
（
座
談
会
）「『
影
の
軍
隊
』
と
ジ
ャ
ン
・
ピ
ェ
ー
ル
・
メ
ル
ビ
ル
と
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
を
め
ぐ
る
映
画
的
討
論
」（『
キ
ネ
マ
旬
報
』）
「
ド
ロ
レ
ス
・
イ
バ
ル
リ
『
奴
ら
を
通
す
な
！
』」（
書
評
）（『
東
京
新
聞
』
朝
刊
27
日
）
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五
月
　
「
東
方
の
誘
惑
」（『
新
集
世
界
の
文
学
付
録
22
』
中
央
公
論
社
）
六
月
　
「
世
界
文
学
展
望
〈
フ
ラ
ン
ス
〉
―
「
五
月
革
命
」
以
後
の
文
学
」（『
文
学
界
』）
「
ロ
ー
マ
街
八
十
九
番
地
―
象
徴
主
義
の
風
土
」（『
新
集
世
界
の
文
学
付
録
23
』
中
央
公
論
社
）
「
ジ
ロ
ド
ゥ
と
ド
リ
ュ
」（『
世
界
文
学
全
集
58
』
月
報
・
筑
摩
書
房
）
「「
六
・
一
五
」
に
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
ー
ユ
を
思
う
」（『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
9
日
）
八
月
　
清
水
慎
三
・
荒
川
幾
男
・
清
水
多
吉
・
い
い
だ
も
も
・
渡
辺
一
民
「
六
・
二
三
以
後
と
大
衆
運
動
の
課
題
」（
座
談
会
）（『
潮
』）
九
月
　
「
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
ー
ユ
に
つ
い
て
」（『
立
教
学
院
チ
ャ
ペ
ル
・
ニ
ュ
ー
ス
』）
十
月
　
「
所
美
都
子
さ
ん
の
こ
と
」（『
新
し
い
女
性
』）
十
一
月
　
「
翻
訳
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
8
日
）
十
二
月
　
「
《
知
識
人
》
の
形
成
―
ゾ
ラ
「
私
は
弾
劾
す
る
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
人
間
と
し
て
』
冬
号
）
「
文
学
共
和
国
の
幻
影
―
一
九
二
〇
年
代
の
パ
リ
の
作
家
た
ち
」（『
新
集
世
界
の
文
学
付
録
28
』）
ク
ノ
ー
『
聖
グ
ラ
ン
グ
ラ
ン
祭
』（
翻
訳
）「
ク
ノ
ー
　
作
家
と
作
品
」（『
新
集
世
界
の
文
学
43
』
中
央
公
論
社
）
ギ
ョ
ー
ム
・
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
「
カ
リ
グ
ラ
ム
」（
翻
訳
）（『
一
九
七
〇
滝
沢
三
重
子
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
』
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
「
エ
リ
・
ヴ
ィ
ー
ゼ
ル
『
死
者
の
歌
』（
書
評
）（『
東
京
新
聞
』
朝
刊
7
日
）
「
吉
田
健
一
『
ヨ
オ
ロ
ッ
パ
の
世
紀
末
』」（
書
評
）（『
日
本
読
書
新
聞
』
7
日
）
一
九
七
一
年
三
月
　
「
プ
ル
ー
ス
ト
を
め
ぐ
る
ひ
と
つ
の
問
題
」（『
ユ
リ
イ
カ
』）
12
「〈
知
識
人
〉
と
〈
民
衆
〉
―
モ
ー
リ
ス
・
バ
レ
ス
を
中
心
と
し
て
」（『
人
間
と
し
て
』
春
号
）
「
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
死
と
再
生
―
一
八
七
一
年
三
月
一
八
日
か
ら
百
年
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
26
日
）
四
月
　
「
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
ド
レ
ー
フ
ュ
ス
体
験
」（『
筑
摩
世
界
文
学
大
系
54
』
月
報
・
筑
摩
書
房
）
五
月
　
「
《
学
者
》
論
議
」（『
渡
辺
一
夫
著
作
集
第
八
巻
』
月
報
・
筑
摩
書
房
）
「
桂
圭
男
『
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
』」（
書
評
）（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
17
日
）
七
月
　
「
橋
本
一
明
『
純
粋
精
神
の
系
譜
』」（
書
評
）（『
文
芸
』）
「
国
家
理
由
と
市
民
の
権
利
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
16
日
）
「
F
・
R
・
ベ
ン
ソ
ン
『
武
器
を
と
る
作
家
た
ち
』」（
書
評
）（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
19
日
）
九
月
　
「〈
知
識
人
〉
と
前
衛
党
―
シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ギ
ー
を
中
心
と
し
て
」（『
人
間
と
し
て
』
秋
号
）
「
ド
レ
フ
ュ
ス
事
件
と
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
将
軍
事
件
」（『
大
佛
次
郎
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
全
集
第
一
巻
』
朝
日
新
聞
社
）
十
月
　
「
《
ア
プ
レ
ゲ
ー
ル
》
の
青
春
―
ダ
ダ
の
体
験
」（『
新
集
世
界
の
文
学
付
録
36
』
中
央
公
論
社
）
「
A
・
マ
ル
ロ
ー
の
行
動
と
芸
術
」（『
日
本
読
書
新
聞
』
11
、
18
日
）
十
一
月
　
「
一
八
四
八
年
」（『
新
集
世
界
の
文
学
付
録
37
』
中
央
公
論
社
）
十
二
月
　
「〈
知
識
人
〉
と
文
学
―
ド
レ
ー
フ
ュ
ス
体
験
か
ら
文
学
創
造
へ
」（『
人
間
と
し
て
』
冬
号
）
一
九
七
二
年
一
月
　
「
随
想
・
人
間
の
条
件
」（『
第
三
文
明
』）
「
パ
ナ
マ
事
件
」（『
大
佛
次
郎
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
全
集
第
2
巻
』
朝
日
新
聞
社
）
13
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二
月
　
『
鈴
木
信
太
郎
全
集
第
1
巻
』（
編
集
）（
大
修
館
書
店
）
三
月
　
「
サ
ッ
コ
＝
ヴ
ァ
ン
ゼ
ッ
テ
ィ
事
件
と
現
代
」（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
14
日
）
「
五
木
寛
之
『
わ
が
心
の
ス
ペ
イ
ン
』」（
書
評
）（『
日
本
読
書
新
聞
』
20
日
）
四
月
　
久
保
田
順
・
笹
川
泰
治
・
武
沢
信
一
・
神
島
二
郎
・
田
丸
徳
善
・
渡
辺
一
民
「
学
ぶ
と
い
う
こ
と
」（
座
談
会
）（
立
教
大
学
『FR
E
SH
M
A
N
H
A
N
D
B
O
O
K
』）
五
月
　
「
翻
訳
偶
感
」（『
言
語
生
活
』）
六
月
　
「
二
つ
の
文
学
裁
判
―
フ
ロ
ベ
ー
ル
と
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
」（『
新
集
世
界
の
文
学
付
録
42
』
中
央
公
論
社
）
七
月
　
「
淡
徳
三
郎
『
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
革
命
』」（
書
評
）（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
17
日
）
八
月
　
「
ロ
マ
ン
の
死
―
「
ユ
ナ
ニ
ー
ム
の
生
」
の
一
筋
の
道
を
歩
ん
で
」（『
毎
日
新
聞
』
夕
刊
21
日
）
九
月
　
「
ロ
ジ
ェ
・
マ
ル
タ
ン
・
デ
ュ
・
ガ
ー
ル
と
一
九
三
〇
年
代
」（『
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ィ
ド
／
ロ
ジ
ェ
・
マ
ル
タ
ン
・
デ
ュ
ガ
ー
ル
往
復
書
簡
』
月
報
3
・
み
す
ず
書
房
）
「
白
井
健
三
郎
『
異
常
が
正
常
を
あ
ば
く
と
き
』」（
書
評
）（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
25
日
）
十
月
　
『
文
化
革
命
と
知
識
人
』（
第
三
文
明
社
）
『
ド
レ
ー
フ
ュ
ス
事
件
―
政
治
体
験
か
ら
文
学
創
造
へ
の
道
程
』（
筑
摩
書
房
）
「
悪
徳
へ
の
誘
い
―
読
書
」（『
第
三
文
明
』）
「
月
世
界
旅
行
―
ヴ
ェ
ル
ヌ
と
メ
リ
エ
ス
」（『
新
集
世
界
の
文
学
付
録
44
』
中
央
公
論
社
）
十
一
月
　
「『
ド
レ
ー
フ
ュ
ス
事
件
』
に
つ
い
て
」（『
毎
日
新
聞
』
夕
刊
6
日
）
14
「
大
佛
次
郎
の
文
学
―
大
佛
次
郎
展
に
寄
せ
て
」（『
神
奈
川
新
聞
』
24
日
）
十
二
月
　
「
わ
が
著
書
を
語
る
―
『
ド
レ
ー
フ
ュ
ス
事
件
』」（『
出
版
ニ
ュ
ー
ス
』
下
旬
号
）
一
九
七
三
年
二
月
　
「
J
・
ア
ン
ジ
ェ
イ
エ
フ
ス
キ
『
天
国
の
門
』」（
書
評
）（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
9
日
）
三
月
　
「
歴
史
と
真
実
―
教
条
主
義
的
思
考
を
め
ぐ
る
考
察
」（『
す
ば
る
』
春
号
）
五
月
　
「
大
佛
文
学
を
貫
く
批
判
精
神
」（
追
悼
文
）（『
毎
日
新
聞
』
夕
刊
1
日
）
「
H
・
M
・
エ
ン
ツ
ェ
ン
ス
ベ
ル
ガ
ー
の
『
ス
ペ
イ
ン
の
短
い
夏
』
を
読
ん
で
」（『
週
間
読
書
人
』
7
日
）
柴
田
三
千
雄
『
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
』」（
書
評
）（『
日
経
新
聞
』
20
日
）
六
月
　
「
思
想
と
潮
流
・
歴
史
に
探
る
今
日
の
視
座
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
1
日
）
「
ロ
ナ
ル
ド
・
フ
レ
ー
ザ
ー
『
壁
に
隠
れ
て
』」（
書
評
）（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
9
日
）
「
江
藤
淳
『
江
藤
淳
著
作
集
3
・
人
間
・
表
現
・
政
治
』」（
書
評
）（『
公
明
新
聞
』
11
日
）
八
月
　
「
印
象
に
残
っ
た
本
―
上
半
期
の
収
穫
か
ら
」（『
週
間
読
書
人
』
20
日
）
九
月
　
「
阿
部
知
二
『
捕
囚
』」（
書
評
）（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
1
日
）
「
日
本
知
識
人
に
欠
け
る
も
の
―
世
界
的
文
脈
で
考
え
る
」（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
6
日
）
「
I
・
ギ
ブ
ソ
ン
『
ロ
ル
カ
　
ス
ペ
イ
ン
の
死
』」（
書
評
）（『
日
本
読
書
新
聞
』
17
日
）
十
月
　
「
歴
史
を
透
視
す
る
目
―
大
佛
次
郎
論
」（『
文
芸
展
望
』
秋
号
）
「
大
江
健
三
郎
『
洪
水
は
わ
が
魂
に
及
び
』」（
書
評
）（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
21
日
）
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十
二
月
　
「
開
高
健
『
サ
イ
ゴ
ン
の
十
字
架
』」（
書
評
）（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
15
日
）
「
今
年
の
収
穫
」（『
日
本
経
済
新
聞
』
24
日
）
一
九
七
四
年
一
月
　
「
脇
圭
平
『
知
識
人
と
政
治
』」（
書
評
）（『
世
界
』）
二
月
　
「
ド
レ
ー
フ
ュ
ス
事
件
」（『
週
間
ア
ル
フ
ァ
』
6
日
）
三
月
　
「
E
・
ロ
ミ
リ
ー
『
ぼ
く
は
ス
ペ
イ
ン
で
戦
っ
た
』」（
書
評
）（『
東
京
新
聞
』
朝
刊
4
日
）
四
月
　
「Le
pontM
irabeau
」（『
基
礎
フ
ラ
ン
ス
語
』）
「
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
／
マ
ル
ロ
ー
」（『
世
界
文
学
全
集
40
』
集
英
社
）
五
月
　
「
二
つ
の
「
戦
後
」
―
ベ
ル
ナ
ノ
ス
の
市
民
革
命
の
思
想
」（『
思
想
』）
清
水
徹
・
渡
辺
一
民
「
思
想
の
危
機
と
フ
ー
コ
ー
―
『
言
葉
と
物
』
を
い
か
に
読
む
か
」（
対
談
）『
波
』）
六
月
　
秋
元
不
死
男
・
森
村
桂
・
大
田
み
さ
を
・
山
形
洋
一
・
渡
辺
一
民
「
自
由
自
在
に
生
き
る
」（
座
談
会
）（『
婦
人
之
友
』）
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
『
言
葉
と
物
―
人
文
科
学
の
考
古
学
』（
佐
々
木
明
と
共
訳
）（
新
潮
社
）
「
ス
タ
ン
リ
・
ペ
イ
ン
『
ス
ペ
イ
ン
革
命
史
』」（
書
評
）（『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
18
日
）
七
月
　
「
マ
ル
ロ
ー
の
青
春
」（『
海
』）
「
ラ
モ
ン
・
メ
ネ
ン
デ
ス
・
ピ
ダ
ル
『
ス
ペ
イ
ン
精
神
史
序
説
』」（
書
評
）（『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
9
日
）
八
月
　
ジ
ャ
ッ
ク
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
「
冒
険
小
説
論
」（
翻
訳
）（『
世
界
批
評
大
系
5
』
筑
摩
書
房
）
「
印
象
に
残
っ
た
本
―
上
半
期
の
収
穫
か
ら
」（『
読
書
人
』
19
日
）
16
九
月
　
竹
内
芳
郎
・
渡
辺
一
民
「
文
化
革
命
と
「
思
想
」」（
対
談
）（『
第
三
文
明
』）
「
フ
ー
コ
ー
」（『
週
間
ア
ル
フ
ァ
』
4
日
）
十
月
　
「
文
庫
本
―
内
村
鑑
三
『
余
は
如
何
に
し
て
基
督
信
徒
に
な
り
し
乎
』」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
4
日
）
「
文
庫
本
―
ジ
ー
ド
『
ソ
ヴ
ェ
ト
紀
行
』」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
11
日
）
「
文
庫
本
―
堀
口
大
学
訳
詩
集
『
月
下
の
一
群
』」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
18
日
）
「
文
庫
本
―
林
達
夫
『
共
産
主
義
的
人
間
』」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
25
日
）
「
海
原
峻
『
フ
ラ
ン
ス
現
代
史
』」（
書
評
）（『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
29
日
）
十
一
月
　
「
文
庫
本
―
野
間
宏
『
暗
い
絵
・
崩
解
感
覚
』」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
1
日
）
「
竹
内
芳
郎
編
集
・
解
説
『
文
化
と
革
命
』」（
書
評
）（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
29
日
）
十
二
月
　
「
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」（『
現
代
の
眼
』）
一
九
七
五
年
二
月
　
『
フ
ラ
ン
ス
短
篇
24
』（
編
集
・
解
説
）（
集
英
社
）
三
月
　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
危
機
意
識
―
ウ
ェ
イ
ド
レ
と
フ
ー
コ
ー
の
場
合
」（『
波
』）
四
月
　
「
問
わ
れ
て
い
る
大
学
」（『
立
教
大
学
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』）
「
二
つ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
―
「
新
し
き
村
」
と
《
僧
院
ア
ベ
ー
》
」（『
文
芸
展
望
』
春
号
）
「
ス
タ
ヴ
ィ
ス
キ
ー
事
件
と
一
九
三
〇
年
代
」（『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
19
日
）
「
デ
ル
ボ
ー
の
衝
撃
」（『
毎
日
新
聞
』
夕
刊
28
日
）
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五
月
　
「『
世
界
文
化
』
の
復
刻
」（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
26
日
）
「
思
想
と
潮
流
・
胎
動
す
る
新
し
い
社
会
主
義
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
30
日
）
七
月
　
「
渡
辺
一
夫
先
生
」（
誅
辞
）（『
み
す
ず
』）
「
幻
想
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
―
一
九
二
〇
年
代
の
ソ
ヴ
ェ
ト
を
め
ぐ
っ
て
」（『
文
芸
展
望
』
夏
号
）
「
ク
ノ
ー
―
海
外
の
現
代
作
家
」（『
毎
日
新
聞
』
夕
刊
15
日
）
八
月
　
「
印
象
に
残
っ
た
本
―
上
半
期
の
収
穫
か
ら
」（『
週
間
読
書
人
』
18
日
）
十
月
　
「
知
識
人
と
行
動
―
一
九
三
〇
年
代
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
文
芸
展
望
』
秋
号
）
十
一
月
　
「
フ
ラ
ン
コ
と
西
欧
知
識
人
」（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
19
日
）
「
私
に
と
っ
て
の
ス
ペ
イ
ン
―
フ
ラ
ン
コ
統
領
の
死
に
よ
せ
て
」（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
21
日
）
十
二
月
　
「
ス
ペ
イ
ン
の
神
話
と
フ
ラ
ン
コ
の
死
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
5
日
）
―
―
　
「
小
田
切
進
『
日
本
近
代
文
学
の
展
開
―
近
代
か
ら
現
代
へ
』」（
書
評
）（『
立
教
』）
一
九
七
六
年
一
月
　
「
人
民
戦
線
を
め
ぐ
っ
て
―
一
九
三
〇
年
代
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
文
芸
展
望
』
冬
号
）
「
O
・
デ
ュ
ク
ロ
、
T
・
ト
ド
ロ
フ
共
著
『
言
語
理
論
小
事
典
』」（
書
評
）（『
週
間
読
書
人
』
19
日
）
「
思
想
と
潮
流
・
新
し
い
「
知
識
人
」
へ
の
苦
渋
の
探
索
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
30
日
）
三
月
　
「
教
授
た
ち
の
共
和
国
」（『
世
界
』）
「«
Les
Soirées
de
Paris
»
書
誌
I
」（
平
林
和
幸
・
青
木
研
二
と
の
共
同
製
作
）（『
立
教
大
学
フ
ラ
ン
ス
文
学
』
5
号
）
18
「
古
雑
誌
の
こ
と
」（『
日
本
近
代
文
学
館
』）
四
月
　
「
ヴ
ァ
レ
リ
ー
と
エ
リ
オ
ッ
ト
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
義
の
運
命
」（『
岩
波
講
座
　
文
学
9
』
岩
波
書
店
）
「
フ
ラ
ン
ス
・
一
九
三
六
年
夏
―
よ
ろ
こ
び
と
不
安
の
季
節
」（『
文
学
』）
五
月
　
「
ク
ロ
ー
デ
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
ジ
ー
ド
―
『
N
R
F
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（『
筑
摩
世
界
大
学
大
系
第
56
巻
』
月
報
・
筑
摩
書
房
）
「
田
淵
安
一
『
西
欧
人
の
原
像
』」（
書
評
）（『
日
本
読
書
新
聞
』
10
日
）
「
久
野
収
『
権
威
主
義
国
家
の
中
で
』」（
書
評
）（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
22
日
）
「
河
野
信
子
『
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
ー
ユ
と
現
代
』」（
書
評
）（『
公
明
新
聞
』
24
日
）
六
月
　
「
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
丘
―
ピ
カ
ソ
と
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
」（『
す
ば
る
』
夏
号
）
八
月
　
『
近
代
日
本
の
知
識
人
』（
筑
摩
書
房
）
『
フ
ラ
ン
ス
文
壇
史
』（
朝
日
新
聞
社
）
「
印
象
に
残
っ
た
本
―
上
半
期
の
収
穫
か
ら
」（『
週
間
読
書
人
』
16
日
）
十
月
　
「
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
ー
ユ
―
極
限
の
思
想
」（『
愛
と
激
動
―
時
代
を
生
き
た
女
た
ち
』
柘
植
書
房
）
十
一
月
〜
八
三
年
五
月
　
『
ベ
ル
ナ
ノ
ス
著
作
集
』
全
6
巻
（
編
集
・
解
説
）（
春
秋
社
）
十
一
月
　
「
近
代
化
―
パ
リ
よ
お
前
も
か
」（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
11
日
）
―
―
　
「
廃
墟
と
化
し
た
大
学
―
逃
げ
た
教
師
が
残
し
た
も
の
」（『
進
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
』
夏
期
特
別
号
）
一
九
七
七
年
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二
月
〜
三
月
　
「
パ
リ
再
訪
」（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
連
載
15
、
16
、
17
、
18
、
22
、
23
、
24
、
25
、
三
月
2
、
3
、
4
、
5
、
8
日
）
三
月
　
「«
Les
Soirées
de
Paris
»
書
誌
II
」（
平
林
和
幸
・
青
木
研
二
と
共
同
製
作
）（『
立
教
大
学
フ
ラ
ン
ス
文
学
』
6
号
）
四
月
　
平
岡
昇
・
樫
山
欽
四
郎
・
井
上
幸
治
・
飯
島
宗
亨
・
二
宮
敬
・
渡
辺
一
民
『
ど
う
考
え
る
か
―
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』（
二
玄
社
）
「
古
山
高
麗
雄
『
岸
田
國
士
と
私
』」（
書
評
）（『
す
ば
る
』
春
号
）
五
月
　
「
ス
ペ
イ
ン
の
人
々
」（『
毎
日
新
聞
』
夕
刊
17
日
）
六
月
　
「
不
安
と
再
建
―
両
次
大
戦
間
の
思
想
」（『
フ
ラ
ン
ス
文
学
講
座
5
』
大
修
館
）
七
月
　
「
イ
ベ
リ
ア
の
旅
』（『
展
望
』）
十
月
　
「
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
展
を
見
て
」（『
毎
日
新
聞
』
夕
刊
11
日
）
「
全
体
主
義
を
告
発
す
る
新
哲
学
者
た
ち
―
五
月
革
命
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
知
的
状
況
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
21
日
）
十
一
月
　
ベ
ル
ナ
ノ
ス
『
田
舎
司
祭
の
日
記
』（
翻
訳
）（
春
秋
社
）
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
反
日
感
情
」（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
22
日
）
十
二
月
　
「
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
紀
行
」（『
図
書
』）
「
思
想
と
潮
流
・
構
造
主
義
と
は
何
だ
っ
た
の
か
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
23
日
）
「
小
田
切
進
『
書
物
の
楽
し
み
』」（
書
評
）（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』）
一
九
七
八
年
一
月
　
辻
邦
生
『
時
の
扉
』」（
書
評
）（『
波
』）
「
極
点
―
『
一
九
八
四
年
』
と
元
号
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
27
日
）
20
二
月
　
「
敗
北
す
る
市
民
社
会
」（『
展
望
』）
三
月
　
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ァ
ー
ル
「
総
序
」（
翻
訳
）（『
構
造
主
義
』
筑
摩
書
房
）
「
世
紀
末
の
小
説
」「
小
説
の
世
界
の
変
貌
」（『
フ
ラ
ン
ス
文
学
講
座
2
』
大
修
館
書
店
）
「
思
い
出
」（
橋
本
一
明
『
ア
ル
チ
ュ
ー
ル
・
ラ
ン
ボ
ー
』
付
録
・
小
沢
書
店
）
「
極
点
―
鉤
十
字
章
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
3
日
）
「
粟
津
則
雄
『
西
欧
へ
の
問
い
』」（
書
評
）（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
4
日
）
四
月
　
「
パ
ゾ
リ
ー
ニ
の
原
風
景
」（『
東
和
の
半
世
紀
』
東
宝
東
和
株
式
会
社
）
「『
理
想
宮
パ
レ
・
イ
デ
ア
ル
』
訪
問
記
I
」（『
ち
く
ま
』）
「
極
点
―
信
号
と
給
料
袋
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
7
日
）
「
歴
史
の
再
検
討
を
促
す
―
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
来
日
に
寄
せ
て
」（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
21
日
）
春
　
「
六
八
年
以
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
」（『
高
崎
哲
学
堂
講
演
会
要
旨
第
九
集
』
高
崎
哲
学
堂
設
立
準
備
会
）
五
月
　
「『
理
想
宮
パ
レ
・
イ
デ
ア
ル
』
訪
問
記
II
」（『
ち
く
ま
』）
「
ア
ラ
ン
・
ペ
イ
ル
フ
ィ
ッ
ト
『
フ
ラ
ン
ス
病
』」（
書
評
）（『
日
本
経
済
新
聞
』
夕
刊
7
日
）
「
極
点
―
フ
ラ
ン
ス
総
選
挙
の
教
訓
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
12
日
）
六
月
　
「
パ
リ=
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク(
I)
」（『
春
秋
』）
「『
理
想
宮
パ
レ
・
イ
デ
ア
ル
』
訪
問
記
III
」（『
ち
く
ま
』）
「
極
点
―
戦
後
へ
の
問
い
か
け
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
9
日
）
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「
池
田
浩
士
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
文
学
』」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
23
日
）
七
月
　
「
パ
リ=
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク(
II)
」（『
春
秋
』）
「『
理
想
宮
パ
レ
・
イ
デ
ア
ル
』
訪
問
記(
IV)
」（『
ち
く
ま
』）
辻
邦
生
・
渡
辺
一
民
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
昨
今
」（
対
談
）（『
立
教
』
夏
号
）
「
極
点
―
ベ
ト
ナ
ム
難
民
の
こ
と
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
7
日
）
八
月
　
「«
B
L
A
C
K
&
W
H
IT
E
in
C
O
LO
R
»
を
見
て
」（『B
L
A
C
K
&
W
H
IT
E
in
C
O
LO
R
』
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
「
極
点
―
強
要
と
説
得
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
4
日
）
小
沢
昭
一
・
澤
地
久
枝
・
渡
辺
一
民
「
〃
昭
和
の
長
男
・
長
女
〃
は
戦
後
を
こ
う
考
え
る
」（
座
談
会
）（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
11
、
18
日
）
九
月
　
『
西
欧
逍
遥
』（
講
談
社
）
「
マ
ル
ロ
ー
と
中
国
―
『
征
服
者
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
中
経
済
協
会
月
報
』）
「
フ
ォ
ル
ジ
ュ
＝
ル
＝
バ
ン
の
思
い
出
」（『
総
合
教
育
技
術
』）
「
元
号
・
意
見
異
見
―
普
遍
性
乏
し
い
『
一
世
一
元
』」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
15
日
）
「
極
点
―
他
人
の
眼
で
見
る
こ
と
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
15
日
）
「
思
想
と
潮
流
・
前
衛
党
に
決
別
し
た
『
新
知
識
人
』」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
29
日
）
十
月
　
「
極
点
―
若
者
を
白
け
さ
せ
て
い
る
の
は
誰
か
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
13
日
）
十
一
月
　
「
中
野
重
治
へ
の
手
紙
」（『
中
野
重
治
全
集
25
巻
』
月
報
・
筑
摩
書
房
）
22
永
川
玲
二
・
中
上
健
次
・
渡
辺
一
民
「
根
源
で
の
爆
発
、
そ
し
て
毒
―
政
治
以
前
の
下
町
庶
民
の
足
場
か
ら
」（
座
談
会
）（『
現
代
詩
手
帖
』）
「
戦
後
と
私
」（『
毎
日
新
聞
』
夕
刊
2
日
）
「
極
点
―
西
欧
の
運
命
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
10
日
）
十
二
月
　
「
極
点
―
一
九
六
八
年
か
ら
十
年
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
8
日
）
一
九
七
九
年
一
月
　
「
原
点
と
し
て
の
『
戦
後
』
―
若
い
人
た
ち
へ
」（『
世
界
』）
「
ち
ょ
っ
と
い
い
話
」（『
文
芸
春
秋
』）
「
元
号
法
制
化
」（
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
）（『
法
令
ニ
ュ
ー
ス
』）
三
月
　
「
卒
業
生
に
お
く
る
こ
と
ば
―
一
人
一
人
の
私
を
守
り
ぬ
い
て
ほ
し
い
」（『
ニ
ュ
ー
ズ
立
教
』
31
号
）
「
堀
田
善
衛
（『
ス
ペ
イ
ン
断
章
』」（
書
評
）（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
10
日
）
四
月
　
「『
戦
後
』
を
考
え
る
」（『
高
崎
哲
学
堂
講
演
会
要
旨
第
13
集
』）
四
月
　
「
壁
新
聞
」（『
日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
』
22
日
）
「
シ
モ
ー
ヌ
・
ペ
ト
ル
マ
ン
『
詳
伝
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
』」（
書
評
）（『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
24
日
）
五
月
　
「
全
体
主
義
国
家
の
危
険
」（『
文
学
者
は
元
号
法
制
化
に
反
対
す
る
―
四
月
二
一
日
集
会
記
録
集
』
方
法
の
会
）
六
月
　
「
卒
業
論
文
」（『
流
動
』）
「「
知
識
人
」
の
一
生
―
中
島
健
蔵
先
生
を
悼
む
」（『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
14
日
）
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七
月
　
「
行
動
す
る
フ
ラ
ン
ス
知
識
人
」（『
毎
日
新
聞
』
夕
刊
17
日
）
九
月
　
「
清
流
―
サ
ミ
ッ
ト
雑
感
」（『
財
界
展
望
』）
「
一
九
四
〇
年
前
後
―
三
木
・
中
島
・
岸
田
」（『
心
』）
十
一
月
　
「
J
・
P
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
『
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
と
作
家
・
知
識
人
』」（
書
評
）（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
30
日
）
十
二
月
　
「
マ
ル
ロ
ー
」（『
世
界
文
学
全
集
80
』
集
英
社
）
「
知
識
人
・
中
島
健
蔵
」（
中
島
健
蔵
『
回
想
の
戦
後
文
学
』
平
凡
社
）
「«
engagem
ent
»
の
概
念
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
・
「
一
九
六
八
年
以
後
の
ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン
の
展
開
―
「
知
識
人
」
と
い
う
視
点
か
ら
」（『
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
お
け
るengagem
ent
の
概
念
の
形
成
と
展
開
に
つ
い
て
』（
昭
和
五
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
刊
行
物
）
一
九
八
〇
年
一
月
　
「
岸
田
国
士
の
復
権
」（『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
4
日
）
「
荒
畑
寒
村
『
続
平
民
社
時
代
』」（
書
評
）（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
5
日
）
三
月
　
「
し
の
び
よ
る
全
体
主
義
―
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ガ
タ
リ
と
の
往
復
書
簡
」（『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
31
日
）
四
月
　
高
木
正
幸
・
山
田
和
夫
・
渡
辺
一
民
「
月
曜
鼎
談
―
大
学
生
は
い
ま
…
…
」（『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
7
日
）
「
私
の
読
書
術
―
〃
焼
け
跡
の
解
放
感
〃
の
中
で
」（『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
13
日
）
五
月
　
「
ひ
と
つ
の
時
代
の
終
わ
り
―
行
動
す
る
哲
学
者
サ
ル
ト
ル
逝
く
」（『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
2
日
）
「
篠
田
浩
一
郎
『
閉
ざ
さ
れ
た
時
空
』」（
書
評
）（『
公
明
新
聞
』
5
日
）
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六
月
　
「
ピ
エ
ー
ル
・
ド
リ
ュ
・
ラ
・
ロ
シ
ェ
ル
『
ゆ
ら
め
く
炎
』」（
書
評
）（『
週
刊
ポ
ス
ト
』
27
日
）
七
月
　
「
岸
田
国
士
と
小
山
内
薫
（
上
）
―
日
本
に
お
け
る
演
劇
革
命
の
一
側
面
」（『
文
学
』）
「
歴
史
の
読
み
か
た
―
江
藤
淳
の
『
忘
れ
た
こ
と
と
忘
れ
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
季
刊
文
学
的
立
場
』
夏
号
）
「
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
普
遍
性
と
非
フ
ラ
ン
ス
性
」（『
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
全
集
第
6
巻
』
月
報
・
み
す
ず
書
房
）
「
推
理
小
説
」（
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
）（『
中
央
公
論
』
夏
季
臨
時
増
刊
号
）
八
月
　
「
岸
田
国
士
と
小
山
内
薫
（
下
）
―
日
本
に
お
け
る
演
劇
革
命
の
一
側
面
」（『
文
学
』）
十
月
　
「
カ
ー
ド
の
こ
と
」（『
桑
原
武
夫
集
7
』
月
報
・
岩
波
書
店
）
十
一
月
　
「
文
学
部
集
中
合
同
講
義
に
つ
い
て
」（『
立
教
』
秋
号
）
「
ベ
ラ
ス
ケ
ス
『
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
王
女
』
―
「
ベ
ラ
ス
ケ
ス
と
そ
の
時
代
」
展
か
ら
」（『
毎
日
新
聞
』
夕
刊
7
日
）
「
ネ
オ
・
ナ
チ
は
な
ぜ
復
権
し
た
の
か
」（『
聖
教
新
聞
』
15
日
）
十
二
月
　
「
文
学
と
し
て
の
翻
訳
―
『
夜
ひ
ら
く
』
考
」（『
文
学
』）
「
こ
と
し
印
象
に
残
っ
た
三
冊
」（『
毎
日
新
聞
』
朝
刊
15
日
）
一
九
八
一
年
一
月
　
「
戦
時
下
の
抵
抗
の
も
う
ひ
と
つ
の
形
態
（
上
）
―
岸
田
国
士
の
場
合
」（『
文
学
』）
「
若
い
友
人
た
ち
」（『
世
界
』）
二
月
　
「
戦
時
下
の
抵
抗
の
も
う
ひ
と
つ
の
形
態
（
中
）
―
岸
田
国
士
の
場
合
」（『
文
学
』）
三
月
　
「
戦
時
下
の
抵
抗
の
も
う
ひ
と
つ
の
形
態
（
下
）
―
岸
田
国
士
の
場
合
」（『
文
学
』）
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「
中
世
と
現
代
」（『
文
芸
春
秋
』）
四
月
　
「
晩
年
の
岸
田
国
士
（
上
）
―
悲
劇
と
喜
劇
」（『
文
学
』）
西
尾
幹
二
・
渡
辺
一
民
「
い
ま
知
識
人
を
問
う
」（
対
談
）（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
15
、
16
日
）
六
月
　
「
晩
年
の
岸
田
国
士
（
下
）
―
悲
劇
と
喜
劇
」（『
文
学
』）
九
月
　
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
ー
ユ
『
哲
学
講
義
』（
川
村
孝
則
と
の
共
訳
）（
人
文
書
院
）
「
大
学
で
読
み
書
き
を
教
え
る
」（『
文
学
』）
十
月
　
『
ポ
ケ
ッ
ト
世
界
名
作
事
典
』（
監
修
・
解
説
）（
平
凡
社
）
十
二
月
　
「
こ
と
し
印
象
に
残
っ
た
三
冊
」（『
毎
日
新
聞
』
朝
刊
21
日
）
一
九
八
二
年
一
月
　
「
私
が
す
す
め
る
八
二
年
必
読
書
一
冊
」（『
実
業
の
日
本
』）
「
〃
歴
史
の
影
〃
消
え
た
映
画
作
品
―
『
女
の
都
』
と
『
ア
メ
リ
カ
の
伯
父
さ
ん
』」（『
読
売
新
聞
』
夕
刊
14
日
）
辻
邦
生
・
渡
辺
一
民
「
日
本
の
近
代
化
と
西
欧
の
接
点
を
生
き
た
女
性
―
『
樹
の
声
・
海
の
声
』
を
終
え
て
」（
対
談
）（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
29
日
）
二
月
　
『
岸
田
國
士
論
』（
岩
波
書
店
）
「
作
田
啓
一
『
個
人
主
義
の
運
命
―
近
代
小
説
と
社
会
学
』」（
書
評
）（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
12
日
）
三
月
　
ベ
ル
ナ
ノ
ス
『
抑
圧
と
抵
抗
―
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
論
集
』（
翻
訳
・
解
説
）（『
ベ
ル
ナ
ノ
ス
著
作
集
5
』
春
秋
社
）
「
推
薦
の
一
冊
―
『
流
離
譚
』」（『
日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
』
9
日
）
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四
月
　
「
大
学
改
革
の
歩
み
―
文
学
部
新
入
生
諸
君
へ
」（『
立
教
』
春
号
）
五
月
　
「
ア
ン
ジ
ェ
イ
・
ワ
イ
ダ
の
『
鉄
の
男
』」（『
芸
術
新
潮
』）
「
文
学
者
の
反
核
声
明
＝
私
は
こ
う
考
え
る
」（
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
）（『
す
ば
る
』）
ベ
ル
ナ
ノ
ス
『
革
命
と
自
由
―
戦
後
論
集
』（
翻
訳
・
解
説
）（『
ベ
ル
ナ
ノ
ス
著
作
集
6
』
春
秋
社
）
六
月
　
「『
武
蔵
野
夫
人
』
の
思
い
出
」（『
大
岡
昇
平
集
3
』
月
報
・
岩
波
書
店
）
七
月
　
「『
女
の
顔
』
―
マ
リ
ー
・
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
展
」（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
28
日
）
十
一
月
　
大
下
尚
一
・
織
田
原
涓
一
・
浜
田
文
雅
・
内
田
満
・
渡
辺
一
民
「
私
学
の
時
代
へ
の
途
―
一
九
八
〇
年
代
の
大
学
を
考
え
る
」
（
座
談
会
）（『
大
学
時
報
』）
「
再
読
味
読
―
マ
ー
ク
・
ゲ
イ
ン
『
ニ
ッ
ポ
ン
日
記
』」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
5
日
）
十
二
月
　
「
印
象
に
残
っ
た
三
冊
の
本
」（『
毎
日
新
聞
』
朝
刊
20
日
）
生
松
敬
三
・
鹿
野
政
直
・
渡
辺
一
民
「
光
芒
の
一
九
二
〇
年
代
―
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
彩
ら
れ
た
戦
間
期
」（
座
談
会
）（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
24
、
31
日
）
一
九
八
三
年
二
月
　
「
状
況
主
義
と
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
―
若
い
友
人
へ
の
手
紙
」（『
世
界
』）
「
私
立
大
学
の
入
試
改
革
―
立
教
大
学
の
場
合
」（『
大
学
と
学
生
』
文
部
省
大
学
局
学
生
課
）
三
月
　
「
三
木
清
の
こ
と
」（『
群
像
』）
「
市
民
―
今
日
の
パ
リ
は
大
革
命
に
は
じ
ま
る
」（『
世
界
の
国
シ
リ
ー
ズ
I
』
講
談
社
）
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四
月
　
「
こ
こ
に
女
性
の
歴
史
の
新
し
い
時
代
が
は
じ
ま
る
」（『
歴
史
を
つ
く
る
女
た
ち
7
』
集
英
社
）
五
月
　
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
普
遍
的
価
値
―
若
い
友
人
へ
の
手
紙
」（『
世
界
』）
「
パ
リ
の
五
月
―
『
彼
女
に
つ
い
て
私
が
知
っ
て
い
る
二
・
三
の
事
柄
』」（『
彼
女
に
つ
い
て
私
が
知
っ
て
い
る
二
、
三
の
事
柄
』
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
「
も
の
申
す
」（『
社
会
新
報
』
31
日
）
六
月
　
「
マ
チ
ュ
ー
・
ド
レ
ー
フ
ュ
ス
『
事
件
』」（
書
評
）（『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
21
日
）
七
月
　
「
悪
徳
の
す
す
め
―
想
像
力
の
培
養
」（『
毎
日
新
聞
』
朝
刊
1
日
）
九
月
　
「
パ
リ
の
五
月
―
フ
ラ
ン
ス
大
学
改
革
法
案
を
め
ぐ
っ
て
」（『
世
界
』）
十
月
　
「
一
九
二
〇
年
代
に
つ
い
て
」（『
光
芒
の
一
九
二
〇
年
代
』
朝
日
新
聞
社
）
十
一
月
　
荒
木
亨
・
斎
藤
修
一
・
武
部
良
明
・
水
谷
信
子
・
渡
辺
一
民
「
留
学
生
に
対
す
る
日
本
語
教
育
を
考
え
る
」（
座
談
会
）（『
大
学
時
報
』）
十
二
月
　
「
私
の
す
す
め
る
三
冊
」（『
毎
日
新
聞
』
朝
刊
26
日
）
一
九
八
四
年
三
月
　
「
時
代
を
捉
え
る
眼
」（『
大
学
時
報
』）
「
妄
人
妄
語
」（『
立
教
大
学
フ
ラ
ン
ス
文
学
科
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
』）
四
月
　
「
シ
モ
ー
ヌ
・
ド
・
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
『
別
れ
の
儀
式
』」（
書
評
）（『
潮
』）
「
私
の
一
冊
」（『
東
京
新
聞
』
朝
刊
24
日
）
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「
思
想
の
戦
略
家
・
林
達
夫
氏
」（
追
悼
文
）（『
静
岡
新
聞
』
28
日
）
六
月
　
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
両
義
性
―
若
い
友
人
へ
の
手
紙
』（
人
文
書
院
）
七
月
　
「
嫌
煙
権
と
医
の
論
理
」（『
大
法
輪
』）
九
月
　
「
大
江
健
三
郎
『
日
本
現
代
の
ユ
マ
ニ
ス
ト
渡
辺
一
夫
を
読
む
』」（
書
評
）（『
基
礎
フ
ラ
ン
ス
語
』）
十
一
月
　
「
あ
る
衝
撃
―
『
ル
・
モ
ン
ド
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
世
界
』）
十
二
月
　
「
私
の
す
す
め
る
今
年
の
ベ
ス
ト
3
」（『
毎
日
新
聞
』
朝
刊
24
日
）
冬
　
「
栗
原
彬
『
政
治
の
詩
学
』」（
書
評
）（『
立
教
』
冬
号
）
一
九
八
五
年
一
月
　
塚
田
理
・
渡
辺
一
民
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
こ
え
る
も
の
」（
対
談
）（『
福
音
と
世
界
』）
青
木
宗
也
・
青
木
生
子
・
西
原
春
夫
・
橋
口
倫
介
・
渡
辺
一
民
「
い
ま
問
わ
れ
て
い
る
の
は
大
学
の
理
念
と
目
標
―
臨
教
審
に
望
む
」
（
座
談
会
）（『
大
学
時
報
』）
「
同
文
同
種
」（『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
上
旬
号
）
三
月
　
「
文
学
部
の
専
門
教
育
」（『
大
学
に
お
け
る
専
門
教
育
の
問
題
点
』
大
学
基
準
協
会
）
四
月
　
「
故
郷
と
し
て
の
東
京
―
「
故
郷
を
失
っ
た
文
学
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
群
像
』）
「
人
間
ら
し
さ
の
回
復
を
求
め
て
―
現
代
と
そ
の
文
化
状
況
」（『
立
教
』
春
号
）
五
月
　
「
プ
ル
ー
ス
ト
と
の
つ
き
あ
い
」（『
プ
ル
ー
ス
ト
全
集
12
』
月
報
・
筑
摩
書
房
）
九
月
　
「
上
海
を
め
ぐ
っ
て
（
上
）
―
一
九
二
〇
年
代
論(
I)
」（『
文
学
』）
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十
月
　
「
上
海
を
め
ぐ
っ
て
（
下
）
―
一
九
二
〇
年
代
論(
II)
」（『
文
学
』）
松
谷
忠
治
・
金
子
貞
吉
・
足
立
恒
雄
・
真
田
是
・
丹
羽
健
夫
・
亀
井
信
明
・
渡
辺
一
民
「
私
大
入
試
の
め
ざ
す
も
の
」（
座
談
会
）（『
八
五
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
進
学
研
究
社
）
十
一
月
　
「
風
と
夢
と
故
郷
―
村
上
春
樹
を
め
ぐ
っ
て
」（『
群
像
』）
十
二
月
　
「
こ
と
し
の
三
冊
」（『
毎
日
新
聞
』
朝
刊
23
日
）
一
九
八
六
年
一
月
　
「『
新
興
科
学
の
旗
の
も
と
に
』
を
め
ぐ
っ
て
―
一
九
二
〇
年
代
論(
III)
」（『
文
学
』）
三
月
　
「
三
木
清
と
林
達
夫
（
上
）
―
一
九
二
〇
年
代
論
」（『
文
学
』）
「
愛
書
家
失
格
」（『
日
本
近
代
文
学
館
』）
四
月
　
「
三
木
清
と
林
達
夫
（
下
）
―
一
九
二
〇
年
代
論
」（『
文
学
』）
五
月
　
三
澤
千
代
治
・
児
玉
万
里
子
・
服
部
禮
次
郎
・
西
村
勇
・
渡
辺
一
民
「
学
生
時
代
の
経
験
が
社
会
で
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
る
か
」
（『
大
学
時
報
』）
六
月
　
「
ド
レ
ー
フ
ュ
ス
事
件
―
二
つ
の
世
紀
の
は
ざ
ま
で
」（『
世
紀
末
の
美
と
夢
I
』
集
英
社
）
「
村
上
春
樹
『
パ
ン
屋
再
襲
撃
』」（
書
評
）（『
群
像
』）
八
月
　
「
丸
谷
才
一
『
六
月
十
六
日
の
花
火
』」（
書
評
）（『
週
刊
サ
ン
ケ
イ
』
7
日
）
九
月
　
「
一
九
三
五
年
前
後
―
林
達
夫
の
「
転
向
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
文
学
』）
十
一
月
　
「
園
芸
と
築
城
術
―
林
達
夫
「
作
庭
記
」
を
め
ぐ
っ
て
（
上
）」（『
文
学
』）
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一
九
八
七
年
一
月
　
「
園
芸
と
築
城
術
―
林
達
夫
「
作
庭
記
」
を
め
ぐ
っ
て
（
下
）」（『
文
学
』）
「
新
宿
・
中
央
線
沿
線
の
魅
力
」（『
新
宿T
O
D
A
Y
』）
「
事
実
に
目
を
閉
ざ
し
て
は
い
け
な
い
」（『
こ
み
ち
通
信
』）
「
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
の
文
学
と
美
術
―
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
、
ピ
カ
ソ
を
中
心
に
」（『
地
中
海
学
会
月
報
』）
四
月
　
「
杉
山
光
信
『
モ
ラ
リ
ス
ト
の
政
治
参
加
』」（
書
評
）（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
20
日
）
六
月
　
「「
戦
後
」
の
林
達
夫
（
上
）」（『
文
学
』）
七
月
　
白
井
健
三
郎
・
川
村
克
己
・
伊
藤
晃
・
渡
辺
一
民
・
他
「
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
発
足
の
こ
と
な
ど
」（
座
談
会
）（『
ふ
ら
ん
す
手
帖
』）
山
口
昌
男
・
渡
辺
一
民
「
知
的
伊
達
者
・
林
達
夫
の
書
簡
集
の
読
み
方
」（
対
談
）（『
週
間
読
書
人
』
20
日
）
八
月
　
「「
戦
後
」
の
林
達
夫
（
下
）」（『
文
学
』）
九
月
　
ケ
ビ
ン
・
ド
ー
ク
、
崔
霖
、
シ
ル
バ
ノ
・
マ
ヒ
ウ
ォ
、
ス
ジ
ャ
ル
オ
、
タ
リ
エ
・
グ
ロ
ー
ニ
ン
、
渡
辺
一
民
「
日
本
の
大
学
の
国
際
化
へ
の
提
言
―
留
学
生
は
語
る
」（『
大
学
時
報
』）
「
一
九
五
〇
年
前
後
―
「
共
産
主
義
的
人
間
」
を
め
ぐ
っ
て
（
上
）」（『
文
学
』）
「
小
島
亮
『
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
と
日
本
』」（
書
評
）（『
東
京
新
聞
』
朝
刊
7
日
）
十
月
　
「
一
九
五
〇
年
前
後
―
「
共
産
主
義
的
人
間
」
を
め
ぐ
っ
て
（
中
）」（『
文
学
』）
十
一
月
　
「
一
九
五
〇
年
前
後
―
「
共
産
主
義
的
人
間
」
を
め
ぐ
っ
て
（
下
）」（『
文
学
』）
「
追
悼
の
こ
と
ば
」（『
故
前
田
愛
教
授
追
悼
式
記
録
』）
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「
前
田
愛
さ
ん
の
こ
と
」（『
立
教
』
秋
号
）
一
九
八
八
年
一
月
　
「
三
つ
の
ル
ネ
サ
ン
ス
―
渡
辺
・
花
田
・
林
（
上
）」（『
文
学
』）
「
追
悼
　
前
田
愛
さ
ん
と
集
中
合
同
講
義
」（『
セ
ミ
ナ
ー
・
ハ
ウ
ス
』）
「
B
・
レ
ヴ
ィ
『
パ
リ
の
断
頭
台
』」（
書
評
）（『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
26
日
）
二
月
　
「
三
つ
の
ル
ネ
サ
ン
ス
―
渡
辺
・
花
田
・
林
（
下
）」（『
文
学
』）
三
月
　
「
亡
命
者
の
文
学
―
青
野
聰
『
カ
タ
リ
鴉
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
群
像
』）
六
月
　
「
西
欧
思
想
の
危
機
度
―
ル
ペ
ン
現
象
の
今
日
的
意
味
」（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
1
日
）
七
月
　
『
林
達
夫
と
そ
の
時
代
』（
岩
波
書
店
）
八
月
　
「
枯
死
す
る
針
葉
樹
林
を
前
に
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
変
容
を
ス
イ
ス
山
中
で
考
え
る
」（『
毎
日
新
聞
』
夕
刊
15
日
）
九
月
　
「
パ
リ
の
日
本
ブ
ー
ム
」（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
6
日
）
「
岸
田
國
士
に
お
け
る
「
演
劇
革
命
」
と
日
本
人
論
」（『
岸
田
國
士
ノ
ー
ト
I
』
東
京
演
劇
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）
十
二
月
　
「
パ
リ
断
想
―
移
民
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」（『
世
界
』）
「
戦
後
思
想
の
見
取
り
図
」（『
戦
後
日
本
の
精
神
史
―
そ
の
再
検
討
』
岩
波
書
店
）
「
パ
リ
で
見
た
映
画
」（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
7
日
）
一
九
八
九
年
一
月
　
「
フ
ラ
ン
ス
小
説
の
新
し
い
流
れ
」（
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
）（『
ユ
リ
イ
カ
』）
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三
月
　
「
フ
ラ
ン
ス
小
説
の
衰
退
」（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
1
日
）
四
月
　
「
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
の
遺
産
と
継
承
」（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
10
日
）
五
月
　
ミ
シ
ェ
ル
・
ビ
ュ
ト
ー
ル
「
数
日
ま
え
か
ら
ま
た
東
京
に
」（
翻
訳
）（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
16
日
）
六
月
　
「
自
動
ド
ア
」（『
文
芸
家
協
会
ニ
ュ
ー
ス
』）
「
わ
が
家
の
夕
め
し
」（『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
16
日
）
七
月
　
「
ど
う
見
る
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
」（
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
）（『
新
日
本
文
学
』）
「
ミ
シ
ェ
ル
・
ビ
ュ
ト
ー
ル
と
美
術
家
た
ち
展
」（『
日
本
近
代
文
学
館
』）
「
パ
リ
と
大
戦
五
〇
年
」（『
聖
教
新
聞
』
8
日
）
八
月
　
「
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
の
こ
と
」（『
群
像
』）
安
藝
基
雄
・
石
川
逸
子
・
鈴
木
美
恵
子
・
渡
辺
一
民
「
平
和
に
至
る
道
―
人
権
を
め
ぐ
っ
て
」（
座
談
会
）（『
婦
人
之
友
』）
十
一
月
　
「
吉
岡
栄
一
『
青
野
聰
論
』」（
書
評
）（『
公
明
新
聞
』
6
日
）
十
二
月
　
「
岸
田
さ
ん
の
洋
書
」（『
岸
田
國
士
全
集
』
第
19
巻
・
月
報
・
岩
波
書
店
）
一
九
九
〇
年
一
月
　
「
近
代
日
本
の
特
異
な
知
識
人
―
『
岸
田
國
士
全
集
』
刊
行
の
意
義
」（『
新
潟
日
報
』
24
日
）
二
月
　
「
名
づ
け
ら
れ
ぬ
土
地
―
中
村
真
一
郎
『
四
季
』
四
部
作
を
め
ぐ
っ
て
」（『
群
像
』）
「
二
つ
の
挑
戦
―
外
国
人
労
働
者
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」（『
本
』）
「
車
社
会
を
め
ぐ
る
断
想
」（『
婦
人
之
友
』）
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三
月
　
「
大
岡
昇
平
『
堺
港
攘
夷
始
末
』」（
書
評
）（『
マ
リ
・
ク
レ
ー
ル
』）
四
月
　
「
さ
っ
ち
ゃ
ん
と
怪
獣
」（『
前
田
愛
著
作
集
第
6
巻
』
月
報
・
筑
摩
書
房
）
「
も
う
ひ
と
つ
の
都
市
小
説
―
林
芙
美
子
『
放
浪
記
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
小
田
切
進
編
『
昭
和
文
学
考
（
マ
チ
と
ム
ラ
と
）』
八
木
書
店
）
六
月
　
「
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
と
私
」（
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
）（『
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
全
集
第
2
巻
』
月
報
・
岩
波
書
店
）
七
月
　
「
他
者
と
の
共
生
、
日
本
が
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
」（『
自
由
と
人
権
―
二
一
世
紀
へ
の
選
択
』
フ
ラ
ン
ス
革
命
二
〇
〇
年
祭
日
本
委
員
会
）
「
岸
田
國
士
問
題
―
文
学
者
と
し
て
の
責
任
を
め
ぐ
っ
て
」（『
高
原
文
庫
』）
八
月
　
「
山
小
屋
で
晴
耕
雨
読
」（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
24
日
）
一
九
九
一
年
一
月
　
「
川
村
湊
『
異
郷
の
昭
和
文
学
』」（
書
評
）（『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
22
日
）
二
月
　
「
立
教
女
学
院
短
期
大
学
公
開
講
座
編
『
天
皇
制
を
考
え
る
』」（
書
評
）（『
立
教
』
冬
号
）
三
月
　
「
M
・
フ
ー
コ
ー
『
壁
の
な
か
の
言
葉
』」（
書
評
）（『
マ
リ
・
ク
レ
ー
ル
』）
「
思
い
こ
み
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
6
号
）
四
月
　
「
天
皇
制
と
民
主
主
義
」（『
新
座
だ
よ
り
』
立
教
高
等
学
校
）
「
小
林
善
彦
『
フ
ラ
ン
ス
学
入
門
』」（
書
評
）（『
東
京
新
聞
』
朝
刊
7
日
）
六
月
　
「
原
点
と
し
て
の
焼
跡
―
石
川
淳
『
狂
風
記
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
群
像
』）
「
竹
久
夢
二
『
第
一
書
簡
』『
第
二
書
簡
』」（
書
評
）（『
マ
リ
・
ク
レ
ー
ル
』）
34
「
竹
久
夢
二
の
一
枚
の
は
が
き
」（『
文
学
』
夏
号
）
ギ
ョ
ー
ム
・
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
『
テ
ィ
レ
シ
ア
ス
の
乳
房
』（
翻
訳
）（
東
京
演
劇
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
上
演
台
本
）
「
テ
ィ
レ
シ
ア
ス
の
乳
房
』
の
こ
と
」（『
テ
ィ
レ
シ
ア
ス
の
乳
房
』
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
「
茅
盾
『
藻
を
刈
る
男
』」（
書
評
）（『
サ
ン
ケ
イ
新
聞
』
夕
刊
10
日
）
七
月
　
「
他
者
と
い
う
問
題
―
フ
ラ
ン
ス
思
想
の
今
最
大
の
関
心
事
」（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
10
日
）
「
サ
ル
ト
ル
の
時
代
に
つ
い
て
」（『
現
代
詩
手
帖
』）
十
月
　
「『
林
達
夫
文
庫
目
録
』
明
治
大
学
図
書
館
刊
」（
書
評
）（『
マ
リ
・
ク
レ
ー
ル
』）
「R
É
C
E
PT
IO
N
D
E
L’Œ
U
V
R
E
D
E
C
H
A
R
LE
S
PÉ
G
U
Y
A
U
JA
PO
N
」（『
立
教
大
学
フ
ラ
ン
ス
文
学
』）
十
一
月
　
「
北
杜
夫
『
青
年
茂
吉
―
「
赤
光
」「
あ
ら
た
ま
」
時
代
』」（
書
評
）（『
マ
リ
・
ク
レ
ー
ル
』）
一
九
九
二
年
一
月
　
「
司
馬
遼
太
郎
『
春
灯
雑
記
』」（
書
評
）（『
潮
』）
「
読
書
好
日
―
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
『
言
葉
と
物
』」（『
東
京
新
聞
』
朝
刊
12
日
）
「
読
書
好
日
―
中
村
真
一
郎
『
死
の
影
の
下
に
』
五
部
作
」（『
東
京
新
聞
』
朝
刊
19
日
）
「
読
書
好
日
―
大
岡
昇
平
『
中
原
中
也
詩
集
』（『
東
京
新
聞
』
朝
刊
26
日
）
三
月
　
『
故
郷
論
』（
筑
摩
書
房
）
五
月
　
「
日
本
人
の
顔
」（『
正
論
』）
「
〃
二
十
世
紀
末
の
読
書
遍
歴
〃
」（
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
）（『
よ
む
』）
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「
ポ
ー
ル
・
モ
ー
ラ
ン
再
考
」（『
毎
日
新
聞
』
夕
刊
18
日
）
六
月
　
「
小
松
清
の
こ
と
」（『
群
像
』）
「
書
評
を
軽
視
す
る
日
本
」（『
リ
テ
レ
ー
ル
』
夏
号
）
「
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
ー
ユ
『
カ
イ
エ
4
』」（
書
評
）（『
マ
リ
・
ク
レ
ー
ル
』）
十
月
　
「『
ジ
ッ
ド
の
日
記
』」（
書
評
）（『
マ
リ
・
ク
レ
ー
ル
』）
十
一
月
　
「
ど
う
し
て
も
フ
ラ
ン
ス
も
の
の
多
く
な
っ
た
偏
愛
文
庫
」（『
リ
テ
レ
ー
ル
』
別
冊
『
文
庫
本
の
快
楽
』）
一
九
九
三
年
一
月
　
「
フ
ラ
ン
ス
の
誘
惑
―
明
治
の
留
学
生
た
ち
」（『
文
学
』
冬
号
）
三
月
　
「
外
国
人
労
働
者
と
の
共
生
」（『
デ
ー
タ
パ
ル
93
・
94
』
小
学
館
）
「
弔
辞
」（
小
田
切
進
追
悼
）（『
日
本
近
代
文
学
館
』）
「
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ベ
ス
ト
50
」（『
リ
テ
レ
ー
ル
』
別
冊
『
読
書
の
魅
惑
』）
「
私
の
選
ん
だ
文
庫
ベ
ス
ト
3
・
大
佛
次
郎
」（『
毎
日
新
聞
』
朝
刊
15
日
）
四
月
　
「『
ク
ラ
ル
テ
』
と
『
種
蒔
く
人
』
―
戦
争
と
革
命
を
め
ぐ
っ
て
（
上
）」（『
文
学
』
春
号
）
六
月
　
「
海
野
弘
「
プ
ル
ー
ス
ト
の
部
屋
「
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
」
を
読
む
』」（
書
評
）（『
マ
リ
・
ク
レ
ー
ル
』）
「
奥
野
健
男
『
三
島
由
紀
夫
伝
説
』」（
書
評
）（『
リ
テ
レ
ー
ル
』
夏
号
）
七
月
　
「『
ク
ラ
ル
テ
』
と
『
種
蒔
く
人
』
―
戦
争
と
革
命
を
め
ぐ
っ
て
（
下
）」（『
文
学
』
夏
号
）
「
前
田
英
樹
『
小
津
安
二
郎
の
家
』」（
書
評
）（『
映
画
芸
術
』
夏
号
）
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「
ロ
ベ
ー
ル
・
ア
ン
テ
ル
ム
『
人
類
』」（
書
評
）（『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
27
日
）
九
月
　
「
林
俊
『
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
オ
の
「
日
本
」』」（
書
評
）（『
マ
リ
・
ク
レ
ー
ル
』）
「
松
永
昌
三
『
中
江
兆
民
評
伝
』」（
書
評
）（『
リ
テ
レ
ー
ル
』
秋
号
）
十
月
　
「
故
郷
離
脱
者
と
故
郷
喪
失
者
―
〃
ア
プ
レ
・
ゲ
ー
ル
〃
の
パ
リ
」（『
文
学
』
秋
号
）
十
二
月
　
「
短
篇
小
説
ベ
ス
ト
3
」「
吉
村
昭
『
ニ
コ
ラ
イ
遭
難
』」（
書
評
）（『
リ
テ
レ
ー
ル
』
冬
号
）
「
一
九
九
三
年
単
行
本
、
文
庫
本
ベ
ス
ト
3
」（『
リ
テ
レ
ー
ル
別
冊
4
』）
一
九
九
四
年
一
月
　
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
日
本
―
ゴ
ン
ク
ー
ル
か
ら
ヴ
ィ
オ
リ
ス
ま
で
」（『
文
学
』
冬
号
）
三
月
　
「
出
発
点
と
な
っ
た
『
季
刊
世
界
文
学
』」「
北
澤
憲
昭
『
岸
田
劉
生
と
大
正
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
』」（
書
評
）（『
リ
テ
レ
ー
ル
』
春
号
）
四
月
　
「
日
本
へ
の
回
帰
―
横
光
利
一
『
旅
愁
』
を
め
ぐ
っ
て
（
上
）」（『
文
学
』
春
号
）
「
高
畠
通
敏
『
生
活
者
の
政
治
学
』」（
書
評
）（『
立
教
』
春
号
）
五
月
　
「
ア
テ
ネ
・
フ
ラ
ン
セ
と
日
仏
学
院
の
想
い
出
」（『
リ
テ
レ
ー
ル
ブ
ッ
ク
ス
2
・
私
の
外
国
語
上
達
法
』）
六
月
　
「
私
の
好
き
な
映
画
・
ベ
ス
ト
5
」（『
リ
テ
レ
ー
ル
ブ
ッ
ク
ス
4
・
私
の
好
き
な
映
画
・
ベ
ス
ト
5
』）
「
菅
野
昭
正
『
セ
イ
レ
ー
ン
の
歌
』」（
書
評
）（『
マ
リ
・
ク
レ
ー
ル
』）
七
月
　
「
日
本
へ
の
回
帰
―
横
光
利
一
『
旅
愁
』
を
め
ぐ
っ
て
（
中
）」（『
文
学
』
夏
号
）
「
〃
山
〃
の
仲
間
」（
浅
尾
浩
二
追
悼
文
集
『
誠
之
人
道
』）
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九
月
　
「『
二
十
世
紀
の
芸
術
と
生
き
る
―
ペ
ギ
ー
・
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
自
伝
』」（
書
評
）（『
リ
テ
レ
ー
ル
』
秋
号
）
「
下
訳
時
代
に
身
に
付
け
た
文
章
を
書
く
骨
法
」（『
リ
テ
レ
ー
ル
・
ブ
ッ
ク
ス
9
・
私
の
文
章
術
』）
十
月
　
「
日
本
へ
の
回
帰
―
横
光
利
一
『
旅
愁
』
を
め
ぐ
っ
て
（
下
）」（『
文
学
』
秋
号
）
「
七
八
年
ま
で
週
三
日
、
一
日
二
時
間
し
か
公
開
し
な
か
っ
た
ペ
ギ
ー
・
グ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ム
」（『
リ
テ
レ
ー
ル
・
ブ
ッ
ク
ス
11
・
私
の
好
き
な
世
界
の
美
術
館
・
ベ
ス
ト
3
』）
十
二
月
　
「
ド
リ
ュ
・
ラ
・
ロ
シ
ェ
ル
『
日
記
一
九
三
九
―
一
九
四
五
』（『
リ
テ
レ
ー
ル
』
冬
号
）
「
一
九
九
四
年
単
行
本
・
文
庫
本
ベ
ス
ト
3
」（『
リ
テ
レ
ー
ル
別
冊
8
』）
「
塚
田
さ
ん
の
こ
と
」（『
キ
リ
ス
ト
教
学
』）
一
九
九
五
年
一
月
　
「
神
話
の
崩
壊
―
二
つ
の
戦
後
（
上
）」（『
文
学
』
冬
号
）
「
い
ま
な
お
全
体
主
義
国
家
と
通
底
し
て
い
る
日
本
」（
安
原
顕
編
『
戦
後
50
年
と
私
』
メ
タ
ロ
ー
グ
）
三
月
　
「
知
識
人
の
擁
護
」（『
文
芸
』
春
号
）
四
月
　
「
神
話
の
崩
壊
―
二
つ
の
戦
後
（
下
）」（『
文
学
』
春
号
）
「
井
伏
鱒
二
」（『
井
伏
鱒
二
風
貌
・
姿
勢
別
冊
』
山
梨
県
立
文
学
館
）
六
月
　
「
も
う
ひ
と
つ
の
戦
後
」（『
ア
ー
ガ
マ
』
夏
号
）
七
月
　
「
ひ
と
つ
の
現
実
―
一
九
六
〇
年
前
後
」（『
文
学
』
夏
号
）
「
戦
後
を
比
較
す
る
」（『
思
想
』）
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九
月
　
「
北
条
常
久
『
種
蒔
く
人
　
小
牧
近
江
の
青
春
』」（
書
評
）（『
図
書
新
聞
』
9
日
）
十
月
　
『
フ
ラ
ン
ス
の
誘
惑
―
近
代
日
本
精
神
史
試
論
』（
岩
波
書
店
）
一
九
九
六
年
一
月
　
「
現
代
日
本
文
学
の
水
準
」（
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
）（『
文
学
界
』）
二
月
　
「
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ー
ド
の
『
日
記
』」（『T
his
is
読
売
』）
三
月
　
「
別
れ
る
に
あ
た
っ
て
」（
立
教
大
学
フ
ラ
ン
ス
文
学
科
『
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
』
17
号
）
六
月
　
「
時
代
の
危
機
に
批
判
の
眼
」（『
キ
リ
ス
ト
新
聞
』
15
日
）
七
月
　
「
フ
ラ
ン
ス
戦
後
史
の
位
相
」（『
現
代
思
想
』）
九
月
　
「
戦
後
精
神
史
の
見
直
し
に
つ
い
て
」（『
現
代
思
想
』）
十
月
　
山
之
内
靖
・
渡
辺
一
民
「
丸
山
眞
男
と
そ
の
時
代
」（
対
談
）（『
現
代
思
想
』）
一
九
九
七
年
一
月
　
「
加
藤
周
一
著
作
集
第
II
期
刊
行
に
よ
せ
て
」（『
図
書
新
聞
』
1
日
）
三
月
　
「
川
本
三
郎
『
荷
風
と
東
京
「
断
腸
亭
日
乗
」
私
註
』（
書
評
）（『
ふ
ら
ん
す
』）
七
月
　
「
終
り
な
き
危
機
の
世
紀
―
そ
の
精
神
史
的
考
察
」（『
思
想
』）
十
月
　
「
こ
の
三
冊
―
鈴
木
信
太
郎
の
翻
訳
」（『
毎
日
新
聞
』
朝
刊
12
日
）
十
一
月
　
「『
シ
ラ
ノ
』
と
世
紀
末
」（『
聖
教
新
聞
』
4
日
）
「
自
分
と
出
会
う
」（『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
25
日
）
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渡邊一民著作目録
一
九
九
八
年
一
月
　
「
中
村
真
一
郎
氏
の
死
を
悼
ん
で
」（『
東
京
新
聞
』
夕
刊
9
日
）
「
芸
術
展
望
―
世
紀
末
」（『
聖
教
新
聞
』
27
日
）
二
月
　
「
芸
術
展
望
―
イ
ギ
リ
ス
」（『
聖
教
新
聞
』
24
日
）
三
月
　
「
芸
術
展
望
―
異
文
化
理
解
」（『
聖
教
新
聞
』
24
日
）
四
月
　
「
芸
術
展
望
―
国
と
い
う
も
の
」（『
聖
教
新
聞
』
28
日
）
五
月
　
「
日
本
に
お
け
る
セ
リ
ー
ヌ
」（『
筑
摩
世
界
大
學
大
系
』
第
80
巻
・
月
報
・
筑
摩
書
房
）
「
堀
田
善
衛
著
『
ラ
・
ロ
シ
ュ
フ
ー
コ
ー
公
爵
傳
説
』
を
読
む
」（『
週
刊
読
書
人
』
22
日
）
「
芸
術
展
望
」（『
聖
教
新
聞
』
26
日
）
六
月
　
「
芸
術
展
望
」（『
聖
教
新
聞
』
30
日
）
十
月
　
「
こ
の
人
・
こ
の
三
冊
―
セ
リ
ー
ヌ
」（『
毎
日
新
聞
』
朝
刊
25
日
）
一
九
九
九
年
二
月
　
「
成
田
龍
一
―
『「
故
郷
」
と
い
う
物
語
』」（
書
評
）（『
學
鐙
』）
四
月
　
「
思
想
と
し
て
の
『
地
中
海
』」（『
機
』）
八
月
　
「
辻
邦
生
追
悼
」（『
週
刊
読
書
人
』
13
日
）
（
渡
邊
一
民
編
）
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